








ステロイド剤(ス剤)を含む各種治療に抵抗したネフローゼ症候群 23 例(ネ症群)とネ症を

呈さないが 1g/日以上の尿蛋白を認めた 11 例(非ネ症群)にプレドニゾロン,シクロフォス

ファミド,ジピリダモール,ワーファリン治療を施行した。平均 26 ヵ月後,ネ症群の 39%,非

ネ症の 73%に有意な尿蛋白の減少,腎機能の改善を認めたが,治療後の腎組織病変の増悪し

た症例もあり,本療法は必ずしも腎組織傷害の進行を阻止し得ないことが示唆きれた。 


